
訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
八
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 

埼
玉
県
公
文
例
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
公
文
例
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
公
文
例
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
訓
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
二
条
第
五
号
中
「
裁
決
書
、
決
定
書
等
」
を
「
裁
決
書
等
」
に
、
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭

和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
」

に
改
め
る
。 

 

別
記
目
次
中
「
五 

決
定
書
」
を
削
る
。 

 

別
記
第
五
第
一
号
例
六
十
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                   



 

                          文 書 記 号 第 ○ 号× 

                          平成○年○月○日× 

      （注 １行空けること。）                   

   ×審査請求人×氏 名×様                      

      （注 ２行空けること。）                   

                                     

                審査庁×埼玉県知事×氏  名    × 

 

      （注 ２行空けること。） 

   ×××審査請求書の補正について（通知） 

   ×あなたが平成○年○月○日付けで当庁に提出した○○○○処分につい 

   ての審査請求書は、下記の点で記載が不備ですから、行政不服審査法（平 

   成26年法律第68号）第23条の規定により、平成○年○月○日までに書面 

   で補正するよう求めます。 

   ×なお、上記期限までに補正しないときは、行政不服審査法第24条第１ 

   項の規定により、あなたの審査請求を却下することがありますので、御 

   承知おきください。 

                   記                  

   １×○○○○○○○○ 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○。 

   ２×○○○○○○○○ 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○。 

    

              担当×○○部○○課○○担当（担当者氏名）× 

              電話×○○○－○○○－○○○○ 

 

 

 

文
書
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
標
題
を
行
の
中
央
に
配
字
し
、
又
は
標
題
と
本
文
と
の
間
を
一
行
空
け
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
。 

例63 備 

考 

印 



 

別
記
第
五
第
二
号
例
六
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



 

                          文 書 記 号 第 ○ 号× 

                          平成○年○月○日× 

      （注 １行空けること。）                   

   ×職×氏 名×様                          

      （注 ２行空けること。）                   

                                     

                審査庁×埼玉県知事×氏  名    × 

 

      （注 ２行空けること。） 

   ×××審査請求書副本の送付及び弁明書の提出について（通知）     

   ×審査請求人○○○○から平成○年○月○日付けで審査請求が提起され 

   ましたので、行政不服審査法（平成26年法律第68号。以下「法」といい 

   ます。）第９条第３項の規定により読み替えて適用する第29条第１項及 

   び第２項の規定により、別添のとおり審査請求書副本を送付します。 

   ×ついては、下記により弁明書を提出してください。 

                   記                  

   １×提出期限 

   ××平成○年○月○日 

   ２×提出先 

   ××○○部○○課○○担当 

   ３×注意事項 

   ×⑴×弁明するに当たっては、弁明の趣旨、審査請求人の主張に対する 

   ××処分庁の認否及び意見等を明示すること。 

   ×⑵×法第29条第４項に掲げる書面を保有している場合は、弁明書に添 

   ××付すること。 

   ×⑶×法第32条第２項の規定により、当該処分の理由となる事実を証す 

   ××る書類その他の物件を提出する場合は、弁明書に添付すること。 

   ×⑷×上記⑵の書面及び⑶の物件は、法第38条第１項の規定により、審 

   ××査請求人又は参加人による閲覧等の請求の対象とされているので、 

   ××その提出に当たっては、これらの閲覧等を行うことについての処分 

   ××庁の意見を付すこと（ただし、閲覧等の請求に対する審査庁の判断 

   ××が、処分庁の意見と異なる場合があることをあらかじめ申し添えま 

   ××す。）。 

   ×⑸×弁明書は、正副○通を提出すること。 

    

              担当×○○部○○課○○担当（担当者氏名）× 

              電話×○○○－○○○－○○○○ 

 

文
書
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
標
題
を
行
の
中
央
に
配
字
し
、
又
は
標
題
と
本
文
と
の
間
を
一
行
空
け
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
。 

例64 備 

考 

印 



 

別
記
第
五
第
四
号
例
六
十
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 



 

                                     

             裁     決     書           

                                     

                         審査請求人 

                         住      所×× 

                          氏      名× 

                         処分庁 

                          職×氏    名× 

   ×上記審査請求人から平成○年○月○日付けで提起のあった上記処分庁 

   の行った○○処分に関する審査請求について、次のとおり裁決します。 

                                     

               主 文              

   ×本件審査請求を○○する。 

                事 案 の 概 要              

   ×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ○○○○○○○○○○○。 

              審理関係人の主張の要旨            

   １×審査請求人の主張 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○○○。 

   ２×処分庁の主張 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○○○。 

                理 由              

   ×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ○○○○○○○。 

   ×以上の理由により、主文のとおり裁決する。 

   ××平成  年  月  日 

      （注 ２行空けること。） 

 

              審査庁×埼玉県知事×氏    名    × 

 

      （注 ２行空けること。） 

                 教  示                

   １×○○○○○○○○ 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

   ２×○○○○○○○○ 

   ××○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

   ×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

教
示
は
、
行
政
不
服
審
査
法
又
は
行
政
事
件
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
る
教
示
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
る
文
を
記
載
し
て
行
う
こ
と
。 

例66 備 

考 

印 



 

別
記
第
五
第
五
号
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


